
保津川かわまちづくり シンポジウム 
  ～ むすぶ にぎわう ふれあう かわまちづくりを目指して ～ 

プログラム 

 

 

 

・ 日時：平成 22 年 12 月 12 日 10 時～12 時 30 分 

・ 場所：ガレリア亀岡 響ホール 

 

 

 

＜配付資料＞ 

・ プログラム 

・ 保津川かわまちづくり計画 概要版 

・ 保津川かわまちづくり計画中間案 概要説明資料 

・ グループ討議の進め方 

・ 保津川かわまちづくりに関する意見募集 

＜プログラム＞ 

１．開会      10:00 

２．基調講演     10:00～10:45 

３．保津川かわまちづくり計画について  10:45～11:00 

４．ワークショップ 

1) グループ討議    11:00～12:00 

2) 発表     12:00～12:30 

５．閉会     12:30 



グループ討議の進め方 

■ ワークショップの目的 

 
 

■ ワークショップの基本ルール 

 

様々な立場の人が集まって行うワークショップでは、皆さんが平等に、自由な意見が出し

合えるよう、基本的なルールを守りましょう。 

 

 

■ グループ討議の進め方 ＜60 分＞ 

 

1) 説明 ＜約 2 分＞ 

 ワークショップの基本ルール等について説明します。 

 

2) 自己紹介 ＜約 6 分＞ 

 まずはグループ内で、簡単に自己紹介！ 

 お名前、保津川との関わりや想い等を簡単に紹介して下さい。 

 

3) 発表者の選出 ＜約 2 分＞ 

 グループ討議後に、各グループで討議された内容を発表します。 

 発表者を参加者の中から選出して下さい。 

 

4) 保津川かわまちづくり計画について ＜約 45 分＞ 

 各目標における具体的な方策や課題などについて、皆さんで意見を出し合います。 

・ 様々な視点からの意見を出し合うことを第一の目的としますので、結論を出す必要は

ありません。 

 

5) グループ意見のまとめ ＜約 5 分＞ 

 最後に、グループ討議結果を発表しますので、グループ意見を整理します。 

 まとまった結論を出すことが目的ではありません。 

「多かった意見」「特に意見交換した意見」「話題にのぼったこと」程度に整理すれば良い

と思います。 

 

■ 発表 ＜各グループ 約 8 分（発表 5 分 + 質疑 3 分）＞ 

○ 議論の目的や条件などを踏まえた上で、色々な視点で自由なアイディアや意

見を出し合いましょう。 

○ 話している人がいるときは、じっくりと耳を傾け、お互いの考えについて理

解を深めましょう。 

○ 人の意見に対する攻撃的な否定や誹謗中傷などを慎み、みんなが自由に発言

できる雰囲気をつくりましょう。 

○ 限られた時間の中で、一部の人だけでなく、多くの人が意見を言えるように

配慮しましょう。 

○ 発言される方は、初めに趣旨（キーワード、整備する施設など）を簡潔に述

べてから説明して下さい。 

保津川と亀岡の魅力を活かした“かわづくり”“まちづくり”を進めていくため、地

域のみなさまと共に考えていくものです。 



「保津川かわまちづくり計画（中間案）」について
皆様のご意見をお寄せ下さい

○ 「保津川」は、長岡京・平安京の造営時に丹波の木材を筏に流して輸送し、また江戸時代には木
材や食料などの多くの物資を丹波から京都に運ぶ舟運の役割を担っていました。今でも豊かな穀倉
地帯への用水供給や貴重な水と緑の自然空間、保津川下りやトロッコ列車などの観光資源、多くの
生き物の生息環境等の様々な役割を果たしています。

○ 一方、保津峡の狭窄によって、これまで幾度となく氾濫を繰り返し、亀岡地域に多くの被害をも
たらしてきましたが、日吉ダムや河道改修による治水対策の進展により、以前に比べ治水安全度は
飛躍的に向上しました。

○ これからは引き続き治水対策を着実に進めるとともに、沿川の人々の暮らしと深く関わり続けて
きた保津川の歴史や文化を踏まえながら、川を活かした新たなまちづくりが望まれています。

○ このような中、京都府南丹土木事務所と亀岡市では「保津川かわまちづくり検討委員会」を設置
するとともに、市民団体の方々等との「意見交換会」を開催し、幅広く意見をお聴きしながら「保
津川かわまちづくり計画（中間案）」 をとりまとめました。

○ 今後、この計画に基づき、より多くの方々の参画のもと、保津川と亀岡の魅力が最大限に活かさ
れた“かわまちづくり”の実現へとつながっていくよう、皆様のご意見をお寄せ下さい。

１ 募集期間
平成22年11月14日（日）から12月13日（月）＜郵送の場合、当日消印有効＞

２ 提出方法
郵送、ﾌｧｸｼﾐﾘ、Eﾒｰﾙのいずれかの方法で「京都府南丹土木事務所河川砂防室」あて、

お送り下さい。様式は自由です。（よろしければ裏面の様式をお使い下さい）

郵 便：〒622-0041 南丹市園部町小山東町 京都府南丹土木事務所河川砂防室
ﾌｧｸｼﾐﾘ：0771-62-3494

Eﾒｰﾙ ：nanshin-do-nantan@pref.kyoto.lg.jp
※ご意見の内容を確認させていただくこともありますので、差し支えなければ、

ご住所、お名前、電話番号をお書き下さい。（公表はいたしません）
※申し訳ありませんが電話での意見提出はご遠慮いただきますようお願いします。

３ 公表資料
「保津川かわまちづくり計画（中間案）」の概要、本文
※京都府南丹土木事務所のホームページでご覧いただけます。
※京都府南丹土木事務所並びに亀岡市でも配布しています。

４ 問い合わせ先
・京都府南丹土木事務所 河川砂防室 0771-62-2899
・亀岡市まちづくり推進部 桂川・広域交通課 0771-25-5083

※お寄せいただいたご意見については、府の考え方を整理した上で公表いたします。
※なお、個々のご意見には直接の回答はいたしかねますので、ご了承いただきますようお願いします。

皆様の皆様の
ご意見をご意見を

お待ちしていますお待ちしています

保津川かわまちづくり 検索



京都府南丹土木事務所河川砂防室 あて

「保津川かわまちづくり計画（中間案）」ご意見記入用紙

＜ご意見＞

（ ）について

ご住所又は所在地

電話番号ご氏名又は名称

※ご意見の内容を確認させていただく場合がありますので、差し支えなければ
お名前、ご住所、電話番号をお書き下さい。（公表はいたしません）

＜提出先＞京都府南丹土木事務所河川砂防室
郵 便：〒622-0041 南丹市園部町小山東町
ﾌｧｸｼﾐﾘ：0771-62-3494
Eﾒｰﾙ ：nanshin-do-nantan@pref.kyoto.lg.jp

〒622-0041
南丹市園部町小山東町
京都府南丹土木事務所 河川砂防室

「保津川かわまちづくり計画（中間案）」
意見提出

郵送の場合に切り取って宛名書きにお使い下さい



 

 

 

 

 

 

 

 

保津川 

かわまちづくり計画(案) 
 

むすぶ 

にぎわう 

ふれあう 

かわまちづくり 

を目指して！ 

京都府南丹土木事務所 

亀 岡 市 

  保津川かわまちづくりに関係する様々な主体に参加いただき「(仮称)保津川かわ 

まちづくり推進協議会」を設置し、具体的な実施主体や整備手法などの協議・調 

整を行います。 

  同推進協議会には複数のワーキンググループを設置してテーマ毎に個別具体的な 

検討を行います。 

  具体的な検討はモデル地区を選定して優先度の高い区域から先行的に進めます。 

  計画の実行に際してはＰＤＣＡによって段階的に実施内容の質や効果を高めます。

  計画の実施効果を高めるためにソフト施策を充実させていきます。 

これからの進め方

保津川かわまちづくりの推進体制 

中間とりまとめ 

保津川か保津川かわわまちづくり計画まちづくり計画

〈〈かわまちづくりの基本方針かわまちづくりの基本方針〉〉

○学識経験者、地域、市民団体、事業者、行政等の関係する様々な主体により構成
○かわまちづくり計画に基づき、その実現に向けて協議調整し、評価・見直し等を行う
○施策のより具体的な展開を図っていくため、必要なテーマ毎にワーキンググループを設置

・高水敷の利活用計画の策定
・整備及び維持管理方策の検討
・モデル地区での整備

・（仮称）保津川花回廊の整備
・千本松（野橋立）の復元
・保津川下り周辺整備
・観光動線の整備

・山本浜、上内膳、下内膳の復元
・水辺環境の保全再生
・歴史文化の伝承

・かわとまちの情報発信
・良好な河川環境の保全に関する取り組み
・防災意識の普及啓発

高水敷
利活用WG

にぎわい
拠点整備WG

歴史・文化
自然環境WG

広報WG

（仮称）保津川かわまちづくり
推進協議会

実

施

（
整
備
・
管
理
・
運
営
）

≪策定段階≫
≪推進段階≫

参加参加

・点検
・評価

C

・計画立案

P

・見直し

A

・実行

D

～検討委員会～～検討委員会～ ～意見交換会～～意見交換会～
保津川か保津川かわわまちづくり計画まちづくり計画

〈〈かわまちづくりの基本方針かわまちづくりの基本方針〉〉

○学識経験者、地域、市民団体、事業者、行政等の関係する様々な主体により構成
○かわまちづくり計画に基づき、その実現に向けて協議調整し、評価・見直し等を行う
○施策のより具体的な展開を図っていくため、必要なテーマ毎にワーキンググループを設置

・高水敷の利活用計画の策定
・整備及び維持管理方策の検討
・モデル地区での整備

・（仮称）保津川花回廊の整備
・千本松（野橋立）の復元
・保津川下り周辺整備
・観光動線の整備

・山本浜、上内膳、下内膳の復元
・水辺環境の保全再生
・歴史文化の伝承

・かわとまちの情報発信
・良好な河川環境の保全に関する取り組み
・防災意識の普及啓発

高水敷
利活用WG

にぎわい
拠点整備WG

歴史・文化
自然環境WG

広報WG

（仮称）保津川かわまちづくり
推進協議会

実

施

（
整
備
・
管
理
・
運
営
）

≪策定段階≫
≪推進段階≫

参加参加

・点検
・評価

C
・点検
・評価

CC

・計画立案

P
・計画立案

PP

・見直し

A
・見直し

AA

・実行

D
・実行

DD

～検討委員会～～検討委員会～ ～意見交換会～～意見交換会～

■京都府南丹土木事務所 河川砂防室 

 〒622-0041 南丹市園部町小山東町藤ノ木 21 京都府南丹広域振興局園部総合庁舎

 TEL：0771-62-2899 FAX：0771-62-3494 

■亀岡市 まちづくり推進部 桂川･広域交通課

 〒621-8501 京都府亀岡市安町野々神 8 

 TEL：0771-25-5083 FAX：0771-23-5000 

 

保津川 

かわまちづくり計画(案) 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

保津峡 
ハイキングコース

桑田神社 

トロッコ亀岡駅 

JR 馬堀駅 

JR 亀岡駅 

亀山城址 

南郷池・南郷公園 

雑水川 

年谷川 

曽我谷川 

高水敷の利活用 

山本浜の再生 

鵜の川

西川 

輸送手段の検討 

「（仮称）保津川 花回廊」の整備 

上内膳の補修 

保津川下りの周辺整備 

アユモドキ保全 
協議会との連携 

駅北区画整理事業との連携 

水端農園プラン 

保津町まちづくりプランとの連携 

保津小橋の周辺整備 

亀岡駅北地区 
区画整理事業 

JR 山陰本線 

年谷川千本松「野橋立」の復元 

橋詰広場 

水辺環境の保全再生 

文化資料館 

支川を活用した 
散策路の整備 

水際の再生 

観光動線の整備 

タイムリーな 
情報の発信 

かわとまちの情報発信、 

河川情報板、まちなか情報板 等 

ワンドの創出 

支川を活用した 
散策路の整備 

雑水川の散策路 西川の散策路

水際の再生 

歴史文化の伝承
案内マップ、 

（仮称）保津川探検の開催 等 

ワンド 

ワンド 

橋詰広場 

休憩スポット 

支川を活用した 
散策路の整備 

鵜の川の散策路 

既存の散策路

篠村八幡宮・眼鏡橋へ

水辺環境の保全再生 

水辺の散策路 

下内膳の復元 

水辺環境の保全再生 自動車アクセス

自動車アクセス

自動車アクセス

自動車アクセス

亀岡観光（トロッコ亀岡駅、山本浜、保津川下りなど）に
訪れる人々が、保津川の自然や歴史文化に出会い、ま
た人と人とが交流するふれあいの水辺空間を創出する。

ふれあいの水辺ゾーン 

水と緑の自然豊かな河川環境を活かした地域の様々な
交流や市民の身近な広場として、また新たな保津川のシ
ンボルとなる「保津川花回廊」のエントランスとして、憩い
の水辺空間を創出する。 

いこいの水辺ゾーン にぎわいの水辺ゾーン 

大堰川緑地東公園や、保津川に隣接して計画が進めら
れている保津町すいたん農園プランと連携し、農業公園

等との連続的な高水敷の利活用や運動公園など、にぎ
わいの水辺空間を創出する。 

請田神社 

水辺環境 
の保全再生 

Ｐ

Ｐ 

Ｐ

「保津川」は、長岡京・平安京の造営時に丹波の木

材を筏に流して輸送し、また江戸時代には木材や食

料などの多くの物資を丹波から京都に運ぶ舟運の役

割を担っていました。今でも豊かな穀倉地帯への用水

供給や貴重な水と緑の自然空間、保津川下りやトロッ

コ列車などの観光資源、多くの生き物の生息環境等

の様々な役割を果たしています。一方、保津峡の狭窄

によって、これまで幾たびとなく氾濫を繰り返し、亀岡

地域に多くの被害をもたらしてきましたが、日吉ダム

や河道改修による治水対策の進展により、以前に比

べ治水安全度は飛躍的に向上しました。 

これからは引き続き治水対策を着実に進めるととも

に、沿川の人々の暮らしと深く関わり続けてきた保津

川の歴史や文化を踏まえながら、川を活かした新たな

まちづくりが望まれています。 

このような中、「保津川かわまちづくり検討委員会」

を設置するとともに、市民団体の方々等との「意見交

換会」開催し、幅広く意見をお聴きしながら「保津川か

わまちづくり計画」を策定しました。 

今後は、この計画に基づき、多くの方々の参画のも

と、保津川と亀岡の魅力が最大限に活かされた“かわ

まちづくり”の実現へとつながっていくことを期待するも

のです。 

『かわ』の特性 

○古から地域の暮らしと発展

を支えてきた保津川 

○今日を築いた度重なる水

害との戦いの歴史 

○良好な水質と豊かな自然

環境 

○様々な河川利用が行われ

ている貴重なオープンスペ

ース 

『まち』の特性 

○京阪神に近く、快適で暮ら

しやすい住宅都市 

○保津川沿川は広大な農地

が広がる田園都市 

○城下町として歴史的資源

を有する歴史文化都市 

○沿川での新しいまちづくり 

目標１の具体的内容（案）

目標２の具体的内容（案）

目標３の具体的内容（案）

自動車進入道路

歩行者動線

凡例

むすぶ 

にぎわう

ふれあう

保津川かわまちづくり計画（案）

高水敷の利活用

“ふれあう” 
保津川の恵まれた自然、沿川の優れた歴史文化にふれあえる取り組みを進めます 

観光動線の整備

“にぎわう” 
地域の観光資源と連携しつつ川を活かしてまちの魅力を創出する取り組みを進めます 

駅北区画整理事業との連携

現況地盤 

散策路 
（管理用通路） 

（曽我谷川） 河川敷  公園用地 （駅北地区） 

“むすぶ” 
治水対策やまちづくりの進展を活かして「かわ」と「まち」のより良い関わりを結んでい

くための取り組みを進めます 

目標３：『かわの自然、まちの歴史と文化に

     “ふれあう”かわまちづくり』

目標２：『かわの魅力を活かしてまちが 

     “にぎわう”かわまちづくり』

目標１：『かわとまちを 

     “むすぶ”かわまちづくり』 

○保津川のシンボルの創出 

○観光拠点の整備充実 

○まちの資源を活かした観光ネットワークの形成

○かわとまちの接点の一体的整備 

○かわとまちをむすぶネットワークの形成 

○川の楽しさ、恐ろしさを伝える情報の発信

○川の自然を感じる交流・ふれあいの場の創出 

○アユモドキをはじめ多くの生き物の生息環境の保全再生 

○保津川と人との関わりの歴史文化を伝える 

（整備イメージ）

（整備イメージ）

（整備イメージ）

保津川かわまちづくり基本構想図 
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山本浜の再生

年谷川の松並木道「野橋立」の復元 

「河川電光表示板」 「洪水標識」

タイムリーな情報の発信
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支障の有無

○河川環境
への配慮

○市による利活用
○まちづくりとの整合性
○治水面での支障の有無
○周辺景観との調和
○様々な地域ニーズと必要性
○利用の安全面への配慮

包括占用
の申請・許可

募集
協議調整
使用契約

まちづくりの様々な団体
（地域、各種団体、NPO、事業者 等々）

河川整備
による支援

利活用区域
の決定

利活用計画
の策定

協議調整
使用報告
設置申請・許可

京都府（河川管理者）

整備
・

管理
・

運営

亀岡市（まちづくりの主体）
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使用契約

まちづくりの様々な団体
（地域、各種団体、NPO、事業者 等々）

河川整備
による支援

利活用区域
の決定

利活用計画
の策定

協議調整
使用報告
設置申請・許可

京都府（河川管理者）

整備
・

管理
・

運営

亀岡市（まちづくりの主体）

高水敷については、亀岡市が中心となって包括占用
制度を活用し、まちづくりとの整合を図りながらゾ
ーン毎の特性を踏まえた利活用を推進します。 

水辺の保全再生・散策路

 緩斜面化して水陸移行帯を形成

水衝部以外

 散策路

ワンドの形成

石堤水制の復元 
 石堤水制の復元

 ワンドの形成 

上内膳・下内膳の復元

 

 松並木 

農道 

 年谷川  

 

 遊歩道  

 
（管理用通路） 

『(仮)保津川・花回廊』 

 桜並木 

花木 

花木 

 桜づつみ  

 新堤防  

管理用通路 

農道 

散策路 

 

トロッコ駅

保津小橋

保津川下り

保津町・農園プラン

亀岡駅

（歩行者ネットワーク） 

トロッコ⇔保津小橋⇔ 

⇔保津町・水端農園プラン⇔保津川下り⇔亀岡駅 

Ｐ

Ｐ

Ｐ
輸送手段の検討

芝生広場 水辺公園 

 


